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外
務
省
で
は
、
年
に
一
回
、
外
交
史
料
館
別
館
展
示
室
に
お
い
て
、
外
務
省
周

年
事
業
や
外
交
史
上
の
重
要
事
件
・
人
物
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
を
開
催
し
て
い

る
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
は
、
日
本
と
ペ
ル
ー
の
外
交
関
係
樹
立
一
五
〇
年

を
記
念
し
て
、
日
本
と
ペ
ル
ー
の
関
係
を
外
交
史
料
で
振
り
返
る
特
別
展
示
を
開

催
し
た
（
開
催
期
間

：

二
〇
二
三
年
七
月
二
八
日
～
九
月
二
九
日
）。

日
本
と
ペ
ル
ー
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
八
月
二
一
日
、「
日
本
国
秘
魯

国
和
親
貿
易
航
海
仮
条
約
」
の
調
印
に
よ
り
正
式
な
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
。
以

後
、
両
国
は
長
年
に
亘
り
、
太
平
洋
を
挟
ん
で
価
値
を
共
有
す
る
「
隣
国
」
と

し
て
深
い
絆
で
結
ば
れ
、
協
力
連
携
を
深
め
て
き
た
。
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
や
ク
ス

コ
と
い
っ
た
ア
ン

デ
ス
の
歴
史
文
化

遺
産
で
知
ら
れ
る

ペ
ル
ー
は
、
一
方

で
、
海
外
で
三
番

目
に
多
い
日
系
人

約
一
〇
万
人
が
住

む
国
で
も
あ
る
。

一
八
九
九
年
四
月

三
日
、
七
九
〇
名
の
日
本
人
移
住
者
を
乗
せ
た
最
初
の
移
民
船
「
佐
倉
丸
」
が
ペ

ル
ー
の
カ
ヤ
オ
港
に
到
着
し
て
以
来
、
日
本
人
移
住
者
は
、
日
本
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
ペ
ル
ー
社
会
の
重
要
か
つ
不
可
欠
な
一
員
と
し
て
そ
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
。

本
展
示
で
は
、
一
五
〇
年
前
に
調
印
さ
れ
た
条
約
書
を
中
心
に
、
外
交
関
係
の

樹
立
、
日
本
人
移
民
の
送
出
、
日
系
人
社
会
の
発
展
な
ど
、
両
国
関
係
の
歩
み
を

外
務
省
が
所
蔵
す
る
史
料
を
通
じ
て
紹
介
し
た
。
会
期
中
の
九
月
一
日
に
は
、
ペ

ル
ー
か
ら
来
日
中
の
ア
ナ
・
ヘ
ル
バ
シ
外
務
大
臣
が
、
林
芳
正
外
務
大
臣
、
ロ
ベ

ル
ト
・
セ
ミ
ナ
リ
オ
駐
日
大
使
と
と
も
に
展
示
室
を
訪
れ
、
本
展
示
を
熱
心
に
見

学
さ
れ
た
。

な
お
、
本
展
示
会
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
海
外
移
住
資
料
館
か

ら
資
料
提
供
を
、
ま
た
、
野
内
与
吉
資
料
館
お
よ
び
ペ
ル
ー
日
本
人
移
住
資
料
館

（
カ
ル
ロ
ス
・
千
代
照
・
平
岡
様
）
か
ら
写
真
提
供
を
受
け
た
。
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
関
係
機
関
に
対
し
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
展
示
は
四
項
目
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
冒
頭
に
外
交
関
係
樹
立
の
起
点
と

な
っ
た
一
五
〇
年
前
の
条
約
の
調
印
書
を
配
置
し
て
シ
ン
ボ
ル
展
示
と
し
た
。
展

示
史
料
は
以
下
の
通
り
。

特
別
展
示

「
日
本
と
ペ
ル
ー

外
交
関
係
樹
立
一
五
〇
周
年
」
に
つ
い
て
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日
本
国
秘
魯
国
和
親
貿
易
航
海
仮
条
約
（
調
印
書
）

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
八
月
二
一
日
調
印

通
商
航
海
の
自
由
を
相
互
に
認
め
た
条
約
。
こ
の
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
日
本

と
ペ
ル
ー
は
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
。
日
本
に
と
っ
て
中
南
米
諸
国
と
の
初
め
て

の
外
交
関
係
樹
立
だ
っ
た
。
外
務
卿
の
副
島
種
臣
と
特
命
全
権
公
使
の
ガ
ル
シ
ア

（"
VSFMJP�(

B��Z�(
BSDJB

）
が
東
京
で
署
名
。
日
本
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語

で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
日
本
は
列
国
と
結
ん
だ
不
平
等
条
約
の
改
正
に
取

り
組
ん
で
い
た
が
、
列
国
と
の
改
正
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
際
に
は
ペ
ル
ー
と
も
改

め
て
新
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
（
第
八
条
）。「
仮
条
約
」
と
い
う
名

称
は
、
そ
れ
ま
で
の
暫
定
的
な
条
約
と
し
て
締
結
す
る
と
い
う
意
味
。
本
調
印
書

の
画
像
は
本
号
口
絵
に
掲
載
。

一
、
外
交
関
係
の
樹
立

１
．
陸
奥
神
奈
川
県
令
よ
り
副
島
外
務
卿
あ
て
公
信

一
八
七
二
年
七
月
一
一
日
（
明
治
五
年
六
月
六
日
）

一
八
七
二
年
七
月
九
日
（
旧
暦
六
月
四
日
）、
ペ
ル
ー
国
籍
の
帆
船
マ
リ
ア
・

ル
ス
号
が
船
体
修
理
の
た
め
横
浜
港
に
入
港
し
た
。
こ
の
船
か
ら
虐
待
に
耐
え
か

ね
た
中
国
人
労
働
者
が
脱
走
し
、英
国
軍
艦
に
助
け
を
求
め
る
事
件
が
発
生
し
た
。

日
本
と
条
約
関
係
の
な
い
ペ
ル
ー
に
領
事
裁
判
権
は
な
い
た
め
、
日
本
側
の
裁
判

に
よ
っ
て
労
働
者
解
放
を
命
じ
た
判
決
が
下
っ
た
が
、
ペ
ル
ー
は
こ
れ
を
不
服
と

し
て
国
際
仲
裁
裁
判
へ
と
発
展

し
た
。
こ
の
経
緯
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
外

交
関
係
の
な
い
ペ
ル
ー
と
の
間

で
係
争
が
起
き
た
こ
と
が
、
日

本
と
ペ
ル
ー
が
国
交
を
結
ぶ
契

機
と
も
な
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、

神
奈
川
県
庁
が
マ
リ
ア
・
ル
ス

号
の
船
長
か
ら
聞
き
取
っ
た
内

容
を
外
務
省
へ
報
告
し
た
も
の

で
、
陸
奥
宗
光
県
令
か
ら
副
島

種
臣
外
務
卿
あ
て
と
な
っ
て
い

る
。
報
告
中
に
は
、旅
客
と
し
て
中
国
人
二
三
一
名
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

２
．
パ
ル
ド
大
統
領
よ
り
明
治
天
皇
あ
て
親
書

一
八
七
二
年
一
一
月
一
六
日
（
明
治
五
年
一
〇
月
一
六
日
）

ペ
ル
ー
政
府
は
、
日
本
と
の
間
に
国
交
を
結
ぶ
こ
と
を
希
望
し
、
特
命
全
権
公

使
と
し
て
ガ
ル
シ
ア
（"

VSFMJP�(
B��Z�(

BSDJB

）
を
日
本
に
派
遣
し
て
、
東
京

で
条
約
締
結
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
七
三
年
八
月
二
一
日
、
日
本
・

ペ
ル
ー
間
に
和
親
貿
易
航
海
仮
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
親
書
は
ガ
ル
シ
ア
が

携
行
し
た
全
権
委
任
状
で
、パ
ル
ド
大
統
領
（.

BOVFM�1BSEP

）
の
署
名
が
あ
る
。

̍ɽԞਆಸྩݝΑΓ
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七
三
年
二
月
に
日
本
に
到
着
し
た
ガ
ル
シ
ア
は
、
三
月
三
日
に
参
内
し
、
明
治
天

皇
に
こ
の
親
書
を
奉
呈
し
た
。
日
本
政
府
は
ガ
ル
シ
ア
を
延
遼
館
（
現
在
の
浜
離

宮
に
当
時
存
在
し
た
迎
賓
館
）
に
滞
在
さ
せ
る
な
ど
、
丁
重
に
接
遇
し
た
。

３
．
日
本
国
秘
魯
国
和
親
貿
易
航
海
仮
条
約
（
批
准
書
）

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
一
〇
月
一
三
日
批
准

和
親
貿
易
航
海
仮
条
約
の
批
准
書
交
換
は
、
一
八
七
五
年
五
月
一
七
日
に
東
京

で
実
施
さ
れ
た
。こ
の
史
料
は
ペ
ル
ー
側
の
批
准
書
で
、パ
ル
ド
大
統
領（.

BOVFM�

1BSEP

）
の
署
名
と
ア
グ
エ
ロ
外
相
（+PTÉ�EF�MB�3JWB�"
HÛFSP

）
の
副
署
が

あ
る
。
本
批
准
書
の
画
像
は
本
号
口
絵
に
掲
載
。

４
．
日
秘
通
商
航
海
条
約
（
調
印
書
）

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
二
〇
日
調
印

各
国
と
の
条
約
改
正
が
進
展
す
る
中
で
、
ペ
ル
ー
と
も
和
親
貿
易
航
海
仮
条
約

の
約
束
に
従
い
、
領
事
裁
判
権
を
撤
廃
し
た
新
条
約
と
し
て
、
こ
の
通
商
航
海
条

約
を
締
結
し
た
。
交
渉
は
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
、
条
文
は
英
語
で

作
成
さ
れ
た
。
駐
米
公
使
の
栗
野
慎
一
郎
と
ペ
ル
ー
の
駐
米
代
理
公
使
イ
リ
ゴ
エ

ン
（+PTÉ�.
��:SJHPZFO

）
が
調
印
。
翌
九
六
年
一
二
月
二
四
日
に
批
准
書
交
換
。

な
お
、
こ
の
条
約
は
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
九
月
三
〇
日
、
両
国
間
に
新
た

に
修
好
通
商
航
海
条
約
が
結
ば
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。

二
、
ペ
ル
ー
へ
の
移
民
送
出
と
日
本
人
社
会
の
誕
生

５
．
西
外
相
よ
り
室
田
公
使
あ
て
公
信一

八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
二
月
二
一
日

国
交
樹
立
当
初
、
日
本
の
公
使
は
ペ
ル
ー
に
派
遣
さ
れ
ず
、
一
八
九
七
年
五
月

に
な
っ
て
、
駐
メ
キ
シ
コ
公
使
の
室
田
義
文
が
駐
ペ
ル
ー
公
使
を
兼
任
す
る
こ
と

̐ɽൿ௨ߤւʢௐҹॻʣ
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と
な
っ
た
。
室
田
公
使
は
翌
九
八
年
ペ
ル
ー
へ
出
張
し
、
七
月
二
七
日
に
信
任
状

を
大
統
領
へ
奉
呈
し
た
。
西
徳
二
郎
外
相
は
森
岡
商
会
が
ペ
ル
ー
へ
の
労
働
者
送

出
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
公
信
を
室
田
へ
送
り
、
移
民
が
現
地

に
適
合
で
き
る
か
、森
岡
商
会
の
計
画
に
対
す
る
ペ
ル
ー
側
の
待
遇
は
ど
う
か
を
、

出
張
し
た
折
に
調
査
し
て
報
告
す
る
よ
う
命
じ
た
。
室
田
は
ペ
ル
ー
外
務
省
と
協

議
し
、
そ
の
結
果
、
ペ
ル
ー
側
は
森
岡
商
会
が
扱
う
日
本
人
労
働
者
が
ペ
ル
ー
農

業
に
有
益
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
渡
航
を
許
可
す
る
旨
の
大
統
領
令
が
発
せ
ら
れ

た
（
一
八
九
八
年
九
月
一
九
日
）。

６
．
第
一
回
ペ
ル
ー
向
け
労
働
者
の
契
約
書
（
ひ
な
形
）

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
一
月

ペ
ル
ー
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
を
希
望
す
る
者
と
森
岡
商
会
が
交
わ
し
た
契
約
書
の

ひ
な
形
。
契
約
期
間
は
四
年
だ
っ
た
。
こ
の
契
約
を
森
岡
商
会
と
結
ん
だ
日
本
人

七
九
〇
名
は
、一
八
九
九
年
四
月
三
日
、日
本
郵
船
の
汽
船
「
佐
倉
丸
」
で
ペ
ル
ー

の
カ
ヤ
オ
港
へ
到
着
し
た
。
彼
ら
は
各
地
に
分
散
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
に
従
事

し
た
が
、
厳
し
い
労
働
環
境
や
風
土
病
に
よ
っ
て
、
初
年
度
に
一
〇
〇
名
を
超
え

る
死
亡
者
を
出
し
、
契
約
を
切
り
上
げ
て
帰
国
を
希
望
す
る
者
も
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
一
九
〇
三
年
に
は
第
二
回
の
労
働
者
送
出
が
行
わ
れ
、
以
後
一
九
二
三
年
ま

で
に
一
八
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
契
約
移
民
が
ペ
ル
ー
に
渡
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は

農
園
を
離
れ
、
都
市
部
に
仕
事
を
求
め
て
定
住
す
る
者
も
現
れ
、
次
第
に
日
本
人

社
会
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

̒ɽୈҰճϖϧʔ͚࿑ಇ者ͷܖॻʢͻͳܗʣ
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な
お
、
第
一
回
契
約
労
働
者
が
カ
ヤ
オ
に
到
着
し
た
四
月
三
日
は
、
九
〇
年
後

の
一
九
八
九
年
、
ペ
ル
ー
政
府
に
よ
っ
て
「
日
本
・
ペ
ル
ー
友
好
の
日
」
に
定
め

ら
れ
、
以
後
、
記
念
行
事
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

７
．
ペ
ル
ー
中
央
日
本
人
会
会
長
よ
り
内
田
外
相
あ
て
請
願
書

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
〇
月
三
一
日

ペ
ル
ー
に
居
住
す
る
日
本
人
が
増
加
す
る
と
、
一
九
一
七
年
に
は
ペ
ル
ー
中
央

日
本
人
会
が
設
立
さ
れ
た
。
中
央
日
本
人
会
は
、日
本
人
社
会
の
拡
大
を
受
け
て
、

ペ
ル
ー
へ
の
日
本
公
使
館
設
置
と
専
任
の
駐
ペ
ル
ー
公
使
派
遣
を
求
め
、
在
留
邦

人
七
四
六
名
の
署
名
を
集
め
て
外
務
省
へ
こ
の
請
願
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対

し
日
本
政
府
は
一
九
二
一
年
一
〇
月
二
四
日
、
清
水
精
三
郎
を
初
の
専
任
公
使
に

任
命
し
た
。
清
水
は
一
二
月
二
二
日
に
リ
マ
へ
到
着
、公
使
館
の
工
事
を
督
促
し
、

翌
二
二
年
一
月
四
日
に
ホ
テ
ル
か
ら
公
使
館
へ
と
居
を
移
し
た
。

８
．
清
水
公
使
よ
り
内
田
外
相
あ
て
電
報

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
月
一
六
日

こ
の
電
報
は
一
九
二
二
年
一
月
一
四
日
、
清
水
公
使
が
レ
ギ
ー
ア
大
統
領

（"
VHVTUP�#��-FHVÍB

）
へ
信
任
状
を
奉
呈
し
た
際
の
様
子
を
報
告
し
た
も
の
。

大
統
領
は
「
日
本
公
使
館
の
新
設
は
両
国
国
交
親
善
に
一
大
刺
激
を
与
え
る
も
の

だ
」
と
述
べ
て
、
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。

９
．
レ
ギ
ー
ア
大
統
領
よ
り
皇
太
子
あ
て
親
書

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
二
月
三
日

̕ɽϨΪʔΞେ౷ྖΑΓߖଠͯ͋ࢠॻ
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清
水
公
使
が
奉
呈
し
た
信
任
状
に
対
す
る
レ
ギ
ー
ア
大
統
領
の
返
書
。
当
時
摂

政
で
あ
っ
た
皇
太
子
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
も
の
で
、「
有

能
な
清
水
公
使
を
ペ
ル
ー
に
駐
在
す
る
最
初
の
日
本
公
使
と
し
て
友
情
と
尊
敬
を

も
っ
て
迎
え
る
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

10
．
村
上
公
使
よ
り
広
田
外
相
あ
て
公
信一

九
三
四
（
昭
和
九
）
年
二
月
一
〇
日

日
本
人
社
会
の
拡
大
は
、次
第
に
現
地
社
会
と
の
摩
擦
を
生
む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
史
料
は
村
上
義
温
公
使
か
ら
の
報
告
で
、
リ
マ
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
日

本
人
の
め
ざ
ま
し
い
進
出
に
警
戒
感
を
示
す
記
事
が
盛
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
旨

を
伝
え
て
い
る
。記
事
の
中
に
は
日
本
人
の
勤
勉
性
を
認
め
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

「
日
本
人
は
同
化
せ
ず
頭
の
中
に
は
日
本
の
み
が
あ
る
」、「
稼
ぎ
を
本
国
に
送
金

し
軍
国
主
義
の
実
現
に
協
力
し
て
い
る
」、「
日
本
は
満
州
を
掌
握
し
経
済
的
な
黄

禍
が
迫
っ
て
い
る
」と
い
っ
た
論
調
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
一
〇
月
五
日
に
は
、

ペ
ル
ー
政
府
は
日
本
に
対
し
修
好
通
商
航
海
条
約
の
廃
棄
を
通
告
し
、
条
約
は
一

年
後
に
失
効
し
た
。
そ
れ
以
降
、世
界
が
戦
争
の
時
代
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
中
、

リ
マ
で
排
日
暴
動
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
両
国
関
係
は
難
し
い
局
面
を
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。

三
、
戦
後
の
外
交
関
係
再
開
と
要
人
往
来

11
．
小
沢
臨
時
代
理
公
使
よ
り
岡
崎
外
相
あ
て
電
報

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
六
月
一
一
日

一
九
四
一
年
一
二
月
、
日
米
が
開
戦
す
る
と
、
ペ
ル
ー
は
日
本
に
対
し
国
交
断

絶
を
通
告
し
、
両
国
の
外
交
関
係
は
途
絶
え
た
。
そ
し
て
一
九
五
二
年
四
月
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に
伴
っ
て
、
日
本
と
ペ
ル
ー
の
外
交
関
係
は

再
開
さ
れ
た
。
こ
の
電
報
は
、
リ
マ
に
赴
任
し
た
小
沢
武
夫
臨
時
代
理
公
使
か
ら

東
京
の
岡
崎
勝
男
外
相
に
対
し
、
ペ
ル
ー
外
務
省
へ
の
着
任
挨
拶
が
完
了
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
も
の
。
ペ
ル
ー
側
は
外
交
関
係
再
開
と
小
沢
臨
時
代
理
公
使
の
派

遣
を
歓
迎
す
る
旨
を
表
明
し
た
。

12
．
三
浦
大
使
よ
り
藤
山
外
相
あ
て
公
信

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
七
月
二
四
日

三
笠
宮
同
妃
両
殿
下
は
、
一
九
五
八
年
六
月
二
五
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
の

一
一
日
間
、
ペ
ル
ー
を
訪
問
さ
れ
た
。
三
笠
宮
殿
下
は
ペ
ル
ー
滞
在
中
、
プ
ラ
ー

ド
大
統
領
（.

BOVFM�$
BSMPT�1SBEP�Z�6

HBSUFDIF

）
ら
政
府
要
人
と
リ
マ
に

お
い
て
面
談
さ
れ
た
ほ
か
、
リ
マ
周
辺
、
ク
ス
コ
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
お
い
て
遺

跡
を
見
学
。
各
地
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
。
こ
の
史
料
は
三
浦
和
一
駐
ペ
ル
ー

大
使
が
、
三
笠
宮
ご
訪
問
の
成
果
や
在
留
邦
人
に
与
え
た
影
響
を
ま
と
め
、
藤
山

愛
一
郎
外
相
へ
送
っ
た
報
告
書
。
三
浦
大
使
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ペ
ル
ー
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人
社
会
に
対
し
遠
慮
が
ち
で
あ
っ
た
日
系
人
が
、
ご
訪
問
を
通
じ
て
気
持
ち
を
鼓

舞
し
、
祖
国
の
再
建
に
安
堵
し
、
ペ
ル
ー
に
安
住
の
覚
悟
を
固
め
、
今
後
の
経
済

発
展
の
志
を
立
て
る
に
至
っ
た
と
の
観
察
を
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
六
月
二
八
日
、
三
笠
宮
殿
下
は
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
を
見
学
さ
れ
た
が
、
三

浦
大
使
の
報
告
中
に
、
野
内
与
吉
の
娘
オ
ル
ガ
野
内
が
出
迎
え
た
と
の
記
述
が
あ

る
。
野
内
与
吉
は
戦
後
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
村
長
を
務
め
、
村
の
復
興
・
発
展

に
尽
力
し
た
日
本
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
三
笠
宮
ご
来
訪
の
際
は
す
で
に
村
長
を

辞
し
て
い
た
が
、
娘
の
オ
ル
ガ
が
出
迎
え
て
花
束
を
贈
っ
た
と
い
う
。

13
．
岸
総
理
と
プ
ラ
ー
ド
大
統
領
の
会
談
要
旨

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
八
月
二
日

岸
信
介
総
理
は
、
一
九
五
九
年
八
月
一
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
の
四
日
間
、
ペ

ル
ー
を
訪
問
、
八
月
二
日
に
プ
ラ
ー
ド
大
統
領
と
会
談
し
た
。
こ
の
史
料
は
そ
の

と
き
の
会
談
要
旨
。
岸
総
理
は
、
ペ
ル
ー
に
は
多
数
の
日
本
人
が
居
住
し
、
ペ

ル
ー
政
府
や
国
民
の
厚
遇
を
得
て
幸
福
な
生
活
を
営
ん
で
い
る
こ
と
に
謝
意
を
表

明
し
、
今
回
の
訪
問
を
機
に
ペ
ル
ー
と
の
通
商
・
経
済
協
力
を
促
進
し
、
両
国
関

係
を
益
々
緊
密
化
し
た
い
と
述
べ
、プ
ラ
ー
ド
大
統
領
も
同
感
の
意
を
表
明
し
た
。

ま
た
岸
総
理
は
、
プ
ラ
ー
ド
大
統
領
の
訪
日
を
希
望
す
る
旨
を
伝
え
た
。

��ɽࡾӜେΑΓ౻ࢁ֎૬͋ͯެ৴
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14
．
プ
ラ
ー
ド
大
統
領
訪
日
ア
ル
バ
ム

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
五
月

一
九
六
一
年
五
月
一
〇
日
か
ら
一
六
日
ま
で
の
七
日
間
、
プ
ラ
ー
ド
大
統
領
が

訪
日
し
た
。
大
統
領
は
宮
中
晩
餐
会
や
池
田
勇
人
総
理
と
の
会
談
、
京
都
・
奈
良
・

大
阪
の
視
察
な
ど
、
日
程
を
積
極
的
に
こ
な
し
た
。
五
月
一
五
日
、
池
田
総
理
と

プ
ラ
ー
ド
大
統
領
は
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
両
首
脳
は
、
貿

易
関
係
の
一
層
の
改
善
に
同
意
し
、
両
者
の
臨
席
の
下
で
通
商
協
定
の
調
印
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
満
足
の
意
を
示
し
、
両
国
経
済
に
共
通
の
利
益
と
な
る
経
済
協
力

が
増
進
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
表
明
し
た
。

15
．
通
商
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
署
名
本
書
）

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
五
月
一
五
日
調
印

戦
後
外
交
関
係
の
再
開
後
も
、
両
国
間
に
は
基
本
的
な
通
商
関
係
を
規
定
す

る
協
定
が
な
く
、
占
領
期
に
連
合
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
と
ペ
ル
ー
政

府
と
の
間
で
結
ば
れ
た
貿
易
取
極
を
単
純
延
長
し
て
経
済
貿
易
関
係
を
律
し
て

い
た
。
そ
こ
で
プ
ラ
ー
ド
大
統
領
の
訪
日
を
機
に
一
九
六
一
年
三
月
か
ら
交
渉
が

行
わ
れ
、
五
月
一
五
日
、
プ
ラ
ー
ド
大
統
領
と
池
田
総
理
の
臨
席
の
下
、
こ
の
通

商
協
定
が
小
坂
善
太
郎
外
相
と
ヒ
ル
ベ
ッ
ク
特
派
特
命
全
権
大
使
（'FEFSJDP�

)
JMCDL�4FN

JOBSJP

）と
の
間
で
署
名
さ
れ
た
。
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
で
作
成
。

全
九
条
で
、
関
税
・
為
替
管
理
・
輸
出
入
規
則
・
出
入
国
・
旅
行
お
よ
び
滞
在
・

事
業
活
動
等
に
対
す
る
最
恵
国
待
遇
を
約
し
た
。
同
年
一
二
月
一
八
日
、
リ
マ
に

お
い
て
批
准
書
交
換
。

四
、
日
系
人
社
会
の
発
展
と
近
年
の
交
流

16
．
日
秘
文
化
会
館
建
設
趣
意
書

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
一
月
一
八
日

日
秘
文
化
会
館
の
必
要
性
を
述
べ
た
建
設
趣
意
書
。
ペ
ル
ー
中
央
日
本
人
会
は

各
方
面
か
ら
の
建
設
資
金
調
達
に
奔
走
し
た
が
、
こ
の
史
料
は
そ
の
説
明
資
料
の

一
つ
。
当
時
、
ペ
ル
ー
の
日
本
人
社
会
は
日
系
人
を
含
め
て
五
〇
〇
〇
〇
人
に
上

る
規
模
に
成
長
し
て
い
た
。
そ
こ
で
日
秘
文
化
会
館
を
建
設
し
、
日
本
人
コ
ミ
ュ

��ɽϓϥʔυେ౷ྖ๚ΞϧόϜ
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ニ
テ
ィ
ー
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
日
本
文
化
や
貿
易
商
品
の
展
示
場
、
日
系
二

世
や
三
世
が
日
本
事
情
を
学
ぶ
教
場
と
し
て
、
多
目
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
る
。
日
秘
文
化
会
館
は
在
留
邦
人
の
寄
付
や
日
本
政
府
・
日
本
企
業
の
資

金
援
助
を
得
て
、
一
九
六
五
年
八
月
一
八
日
に
定
礎
式
を
挙
行
し
、
六
七
年
五
月

一
二
日
に
開
館
し
た
。

17
．
日
秘
文
化
会
館
開
館
式
に
お
け
る
皇
太
子
お
言
葉

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
五
月
一
二
日

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
（
現
在
の
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）
は
、
一
九
六
七
年
五
月

一
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
五
日
間
、
国
賓
と
し
て
ペ
ル
ー
を
訪
問
さ
れ
た
。
五

月
一
二
日
に
は
日
秘
文
化
会
館
の
開
館
式
に
臨
ま
れ
、
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

開
館
式
に
は
ベ
ラ
ウ
ン
デ
大
統
領
（'FSOBOEP�#FMBÙOEF
）
も
出
席
し
祝
辞
を

述
べ
た
。こ
の
史
料
は
、山
津
善
衛
駐
ペ
ル
ー
大
使
の
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
も
の
。

18
．
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
ア
ル
バ
ム
（
ペ
ル
ー
の
部
）

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年

一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
に
は
七
七
か
国
が
参
加
。
ペ
ル
ー
も
参
加
し
、
パ
ビ

リ
オ
ン
を
設
置
し
た
。
ペ
ル
ー
館
の
テ
ー
マ
は
「
国
民
の
進
歩
と
発
展
の
た
め
の

平
和
革
命
」。
ペ
ル
ー
の
文
化
遺
産
と
、
産
業
、
社
会
の
発
展
ぶ
り
を
紹
介
。
会

期
中
の
八
月
下
旬
に
は
ソ
ラ
ー
リ
（+PSHF�'FSOÂOEF[�.

BMEPOBEP�4PMBSJ

）

��ɽຊສࠃതཡձه೦ΞϧόϜʢϖϧʔͷ෦ʣ
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エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱
山
大
臣
が
日
本
を
公
式
訪
問
し
、
ペ
ル
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
の

八
月
二
八
日
に
万
博
を
訪
れ
た
。

19
．
日
秘
修
交
一
〇
〇
周
年
記
念
銀
貨

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
五
月
発
行

ペ
ル
ー
中
央
準
備
銀
行
が
、
日
本
と
の
国
交
樹
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
発

行
し
た
一
〇
〇
ソ
ル
銀
貨
。
直
径
三
七
ミ
リ
、
重
量
二
二
グ
ラ
ム
。
鋳
造
枚
数
は

三
七
五
〇
〇
〇
枚
。
ペ
ル
ー
で
の
発
売
分
は
三
日
で
完
売
し
た
と
い
う
。

��ɽൿमަҰʓʓपه೦ۜ՟
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20
．
フ
ジ
モ
リ
次
期
大
統
領
よ
り
海
部
総
理
あ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
七
月
六
日

一
九
九
〇
年
六
月
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
（"

MCFSUP�,
FOZB�'VKJN

PSJ�

*OPN
PUP

）
が
ペ
ル
ー
大
統
領
に
当
選
し
た
。
フ
ジ
モ
リ
は
日
本
人
移
住
者
（
熊

本
県
出
身
）
の
二
世
で
、
ペ
ル
ー
生
ま
れ
の
日
系
人
と
し
て
初
の
大
統
領
と
な
っ

た
。
大
統
領
就
任
前
に
日
本
を
訪
問
し
、
七
月
二
日
、
海
部
俊
樹
総
理
と
会
談
し

た
。
こ
の
史
料
は
、
日
本
を
去
る
に
当
た
っ
て
フ
ジ
モ
リ
が
海
部
総
理
に
送
っ
た

も
の
。
フ
ジ
モ
リ
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
七
月
九
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で
「
国
際
金
融
社
会
へ
の
ペ
ル
ー
の
復
帰
に
向
け
て
自
分
の

次
期
政
権
が
手
続
き
を
踏
ん
で
い
く
決
意
を
説
明
し
て
ほ
し
い
」
と
、
海
部
総
理

に
要
請
し
た
。
フ
ジ
モ
リ
は
同
年
七
月
二
八
日
、
大
統
領
に
就
任
。
一
〇
年
余
り

の
在
任
期
間
中
に
は
、
一
九
九
六
年
一
二
月
、
日
本
大
使
公
邸
占
拠
事
件
が
発
生

し
た
。

21
．
投
資
の
促
進
、
保
護
及
び
自
由
化
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と

の
間
の
協
定
（
署
名
本
書
・
付
属
書
）

二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
一
一
月
二
一
日
署
名

こ
の
協
定
は
、
投
資
の
促
進
、
保
護
、
自
由
化
に
関
し
て
包
括
的
で
詳
細
な
事

項
を
規
定
。
投
資
環
境
の
整
備
を
促
す
と
と
も
に
、
投
資
家
に
安
心
感
を
与
え
、

両
国
間
の
投
資
・
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
緊
密
化
に
資
す
る
目
的
で
締
結
さ
れ
た
。

リ
マ
に
お
け
る
両
国
首
脳
会
談
の
際
に
、
麻
生
太
郎
総
理
と
ガ
ル
シ
ア
大
統
領

（"
MBO�(
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BSDÍB�1ÉSF[

）
が
署
名
。
日
本
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

英
語
で
作
成
。
双
方
の
留
保
に
関
す
る
付
属
書
が
署
名
本
書
と
一
つ
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
翌
二
〇
〇
九
年
一
一
月
の

ガ
ル
シ
ア
大
統
領
訪
日
の
際
に
公
文
交
換
を
行
い
、
同
年
一
二
月
一
〇
日
に
効
力

発
生
。

ペ
ル
ー
は
鉱
物
資
源
が
豊
富
で
、
多
く
の
非
鉄
金
属
の
鉱
種
で
世
界
の
五
指
に

入
る
主
要
生
産
国
・
埋
蔵
国
で
あ
り
、
わ
が
国
に
と
っ
て
も
重
要
な
輸
入
相
手
国

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
投
資
家
の
一
層
の
進
出
が
見
込

ま
れ
、
わ
が
国
の
資
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
同
国
に
お
け
る
投
資
環
境
の
安
定
性

を
確
保
す
る
重
要
性
は
大
き
い
。
二
〇
〇
一
年
五
月
三
一
日
に
は
経
済
連
携
協
定

も
結
ば
れ
、
両
国
経
済
関
係
の
一
層
の
強
化
、
さ
ら
に
は
両
国
関
係
全
体
の
緊
密

化
が
期
待
さ
れ
る
。


